
2015年度（第2フェーズ）
活動報告

レガシー共創協議会
プラチナ社会研究会

― 全員参加で、レガシーを全国津々浦々に ―



レガシー共創協議会は、2014年4⽉の設⽴以降、産官学・異業種協働によ
るレガシー創出プラットフォームとして、レガシープランの提言やレガ
シー事業の具体化に取り組んでまいりました。ご参加いただいている団体
は、2016年3⽉末現在、産官学231団体に達し、活発な活動が展開されて
います。

2015年度は、第2フェーズ（2015年4⽉〜12⽉）として、3回の全体会を
⾏うとともに、会員提案の38プロジェクトの具体化に向けた検討・推進を
図ってきました。
また、2016年2⽉には、第2回レガシー共創フォーラムを開催しました。
2019年ラグビーワールドカップ、 2020年東京オリンピック・パラリン
ピック、2021年関⻄ワールドマスターズゲームズを合わせた3年間を、
ゴールデンスポーツイヤーズと称し、これらの世界大会を活用した地域活
性化・地方創生に関する講演と、全国から参加頂いた160団体の自治体の皆
様に対して、レガシー事業のパネル展⽰・発表を⾏いました。

本会の活動及び提言がレガシー創出の一助となること、またレガシー実現
を通じて日本・世界が2020年に向けて、あるいは2020年を超えて、より
良い社会になることを願ってやみません。

2015年度活動を振り返って
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2015年 4月 第1回全体会
・基調講演、報告
・第2フェーズ開催計画、新規プロジェクト、既存プロジェクトの紹介

9月 第2回全体会
・基調講演、報告
・第2フェーズ活動状況報告、
『2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会等のレガシー共創』に関する提言公表、
レガシー共創フォーラム2015企画案、プロジェクト紹介

12月 第3回全体会
・講演、報告
・第2フェーズ活動状況報告、レガシー共創フォーラム案内、プロジェクト紹介、第3フェーズに向けて

2016年 2月 第2回レガシー共創フォーラム（東京ドームホテルで開催、579人参加）
※詳細は「ダイジェストレポート」（別冊）を参照

＜2015年度活動概要＞

目的
異業種・産官学の知恵の結集による2020年東京オリンピック・パラリンピックに関する、
①レガシー・プランの提言
②レガシー事業・施策の能動的な創出

設⽴ 2014年4月23日（プラチナ社会研究会の分科会として）

参加団体

� 会員231団体（2016年3月時点）
� 会員（⺠間企業等）：147

【主な業種】：健康・シニア、スポーツ、観光・交通、小売、電気・情報・通信、
建設・不動産、素材・資材・設備、施設運営、⾦融、広告等

� オブザーバー：84
【主な構成】：府省、⾃治体、スポーツ関連団体、公的団体 等

活動内容
・レガシー創出に向けた提言、情報発信（気運醸成）
・レガシー共創に向けた場づくり（ネットワーキング）
・レガシー事業、施策の具体的創出（インキュベーション）

レガシー共創協議会について

レガシー共創協議会会⻑
間野義之

（早稲田大学スポーツ
科学学術院教授）



全体会
2015年度は、全体会を3回開催し、下表の方々よりレガシーに関連した講演をいただきました。

第1回全体会
(2015年4月)

・基調講演
ヨーコ・ゼッターランド 様（公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会組織委員会理事)

・報告「オリンピック・パラリンピックレガシー創出に向けた⽂部科学省の考えと取組」
生田 知子 様（⽂部科学省⼤⾂官房対話型政策形成室⻑）

第2回全体会
(2015年9月)

・基調講演 「新・観光⽴国論」デービッド・アトキンソン様（株式会社小⻄美術⼯藝社代表取締役社⻑）
・報告 「2020年東京オリンピック・パラリンピックを活⽤した地域活性化推進⾸⻑連合の取組」

樋渡 啓祐 様
（2020年東京オリンピック・パラリンピックを活⽤した地域活性化推進⾸⻑連合事務局⻑、前武雄市⻑）

・報告「2020年に向けた社会全体のICT化アクションプラン」
飯村 由⾹⾥ 様（総務省情報通信国際戦略局情報通信政策課課⻑補佐）

第3回全体会
(2015年12月)

・講演「これならわかる！共有価値創造戦略（CSV）－日本創生・地方創生で如何にレガシーを創造するか－」
笹谷 秀光 様（株式会社伊藤園 常務執⾏役員）

・報告「関⻄ワールドマスターズゲームズ2021の取組」
東 直也 様（⼀般財団法人関⻄ワールドマスターズゲームズ2021組織委員会）

・講演「ラグビーワールドカップ2015イングランド⼤会での経験とRWC2019に向けて」
山田 章仁 様（パナソニックワイルドナイツ、2015年ラグビーワールドカップ・イングランド⼤会日本代表)

・報告「ラグビーワールドカップ2015報告、ラグビーワールドカップ2019に向けて」
⻄機 真 様（公益財団法人ラグビーワールドカップ2019組織委員会）

・報告「2020年に向けた東京都の取組－⼤会後のレガシーを⾒据えて－（素案）」
新保 幸裕 様（東京都オリンピック・パラリンピック準備局総合調整部計画課計画課⻑）

＜2015年度に開催した全体会＞
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ヨーコ・ゼッターランド 様による講演 デービッド・アトキンソン様による講演

山田 章仁様による講演 笹谷 秀光様による講演



ワークショップの開催
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2015年度は、新たなプロジェクトの導出を主たる目的として、5つのワークショップ（地方、健康、
文化、ショーケース、サステナビリティ）を設置して、延べ14回の会合を開催しました。

レガシーの創出を目指し新たなプロジェクトを6つ⽴ち上げました。

＜５つのワークショップの設置とプロジェクトの創出＞

ワークショップの様子

テーマ名 設定意図 創出されたプロジェクト
※（ ）内は提案者

地方
地方創生との⼀体的な推進によるレガシー事
業・施策の可能性を探る。地方での機運醸成
への貢献を探る。

� 若⼿人材で興す！福島県インバウンド促進
事業（朝日広告社）

� 日本の祭り 地方創生プロジェクト（広友
ホールディングス）

健康
政策・技術・サービスの動向からレガシー事業・
施策の可能性、特に、ニーズ起点や健康以外
視点での可能性を探る。

� 個人向け⾏動変容を促す健康・医療情報
プラットフォーム構築（協和日成）

� “楽しめる要素”と“参加インセンティブ”を取り
入れた「サスティナブルヘルスケア」の仕組み
検討 〜ウェアラブルデバイスとアバタ―・ソー
シャルゲームの活⽤〜（日野市）

⽂化
2016年度から開始される⽂化プログラム（⽂
科省目標20万件）としての展開・提案可能
性を探る。

なし

サステナ
ビリティ

⼤会の持続可能性計画等への提案可能性、
日本の先進技術・制度の海外へのPR・展開
可能性を探る。

� グリーンベルト 緑化推進（住友林業緑化、
セレスポ）

ショー
ケース

政府・都推進の最新技術⾒本市9分野への
提案可能性、最新技術以外や異業種連携に
よるショーケースの展開可能性を探る。

� 訪日外国人観光客移動⾏動履歴活⽤
（ゼンリンデータコム）



レガシー共創プロジェクト
ワークショップで創出した6つを含む38件のプロジェクト（フェーズ1からの継続27件＋フェーズ2

での会員提案5件＋ワークショップからの⽴ち上げ6件）について、具体化に向けた検討、活動を⾏い
ました。現在、下表の8つのプロジェクトに関して、国や自治体の政策・事業として実施されてプロ
ジェクトメンバーが受託したり、自らイベントを開催するという動きがみられています。

＜スタートアップステージの8プロジェクト＞

5

プロジェクト名 提案者

障がい者スポーツの人材・技術活⽤促進研究会 日本パラリンピアンズ協会
三菱総合研究所

⼤学生観光まちづくりコンテスト（留学生編） 三菱総合研究所

「おもてなしの心を世界へ」 ヘルス＆マナーコミュニティ活動 マナーキッズプロジェクト

スポーツ合宿誘致マッチングシステム 三菱総合研究所
セレスポ

おもてなし認証 SGSジャパン

⾃転⾞⾛⾏空間ネットワーク化 イルカ

市⺠参加型 「音楽の街」づくり ヤマハミュージックジャパン
三菱総合研究所

キャッシュレス社会 三菱総合研究所

スポーツ合宿誘致マッチングシステム

「おもてなしの心を世界へ」 記者発表 市⺠参加型 「音楽の街」づくり

⼤学生観光まちづくりコンテスト（留学生編）



レガシー創出に向けた提言
5つのワークショップおよび若者部会での討議を踏まえ、レガシー創出に向けた協議会としての提

言（第Ⅲ部）を作成・公表しました。
詳細は協議会WEBサイト（http://www.mri.co.jp/opinion/legacy/index.html）をご覧下さい。

提言のポイント レガシー事業・施策例

提言1
オリンピック・パラリ
ンピック レガシーを
活かした地域活
性化

� ロンドン⼤会では、情報発信（全国的なPR体制）、地方レガ
シープラン、⽂化プログラム、事前合宿、インスパイアプログラムなど
の取組により、⼤会効果が地方にも波及

� 東京⼤会でも、世界の注目、締切効果、⼠気⾼揚という⼤会の
特徴を活かし、地方でのレガシー事業・施策のチャンス

� 事業・施策を地域の課題解決につなげる方法と、⼤会後も持続
可能とする仕組みづくり（⺠間の収益機会確保等）が鍵

• 若⼿人材で興す！福
島インバウンド促進

• 日本の祭り 地方創生
プロジェクト

• 旅⾏弱者⽀援プラット
フォーム構築

• 日本が世界に発信する
未来型パーク

提言2
オリンピック・パラリ
ンピック レガシーを
契機にした持続
可能な社会づくり

� 国内外からの注目・来訪が集まる⼤会は、持続可能な社会実現
に向けた意識変⾰や仕組み導入の絶好のチャンス

� ⼤会のサステナビリティプランや調達コードで導入した仕組みを、⼤
会後の社会全般に展開

� 特に、グリーン化推進、全員参加型社会、持続可能な調達に取
り組むことを提案

• 持続可能なエネルギー
ネットワークの構築

• 緑化推進（マラソン
コースの緑化）

• 旅⾏弱者⽀援プラット
フォーム構築

• 全員参加型調達
• 都市鉱山メダル製作

提言3
個別分野
(1)⽂化プログラム

� ロンドン⼤会の18万件を上回る20万件を目標とする東京⼤会で
の⽂化プログラムは、⼤会後の継続開催を前提とした事業計画を
策定すべき

� 鑑賞型ではなく、参加型のプログラムを重視することで、地域の社
会関係資本（ソーシャルキャピタル）の蓄積を目指す

� 継続的な開催のためには、企業の投資（CSV）を呼び込む⼯
夫が重要（プレイベント、非公式スポンサー参加の枠組み等）

• お茶をめぐる国際⽂化
交流会、お茶と○○○
で日本を美しく

• まちを元気にするマイ
ナースポーツイベント

• 障がい者スポーツ報道
写真展

• 障害者とコラボした音楽
ユニットによるコンテスト

提言4
個別分野
(2)健康サービス

� 医療費削減や産業創出の観点から、国⺠の健康活動や企業の
健康経営を促進する政策の優先順位が⾼まる中、健康分野のレ
ガシーへの期待も⼤きい

� 健康関連サービス・技術が多数展開されるも、健康無関心層の
取り込み、健康活動の継続、サービス基盤の統合が課題

� スポーツ以外の切り⼝や個人の⾏動変容を促すアプローチをレガ
シー事業・施策として展開することを提案

• ウェアラブルデバイスを活
⽤したヘルスケアソー
シャルゲーム

• 個人の⾏動変容を促
す健康・医療情報提供
サービス

提言5
個別分野
(3)ショーケース

� 世界からの来訪・注目を活かして、日本の技術やサービスを紹介
するショーケースは、⻑期的な事業展開の中で位置づけるべき

� 最先端技術だけにフォーカスするのではなく、相⼿側（売り込み
先）のニーズに合わせた展示・体験内容とすべき

� 技術・サービスの紹介だけでなく、人と人のつながりを形成するイベ
ントや商談会を重視すべき

• 「臨場感」「超臨場感」
技術による新しいコンテ
ンツ体感の実現

• 訪日外国人観光客の
移動⾏動履歴の活⽤

提言6
若者からの提案

� 若者は、ツグモノ（過去・魂を継ぐ者）であり、ツナグモノ（未来・
次世代に繋ぐ者）である

� ⾃由・選択肢・可能性があるという特性（強み）をフルに活かし、
過去を踏まえつつも2020年⼤会を契機とした新たな社会・レガ
シーづくりに⾃ら能動的に参画する

� ツナグモノとして、全世代の人々を巻き込み、若者全体を底上げ
する

• ユースシンクタンク
• Para-OUTLOUD

JPN.ver
• ニュースポーツサポートセ

ンター
• ローカルシェアチャレンジ
• 地方における訪日外国

人観光客と若者観光
ガイドのマッチング

• 日本のエネルギー利⽤
から⾒る「もったいない」
⽂化のPR
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＜協議会提言（第Ⅲ部）骨子＞



会員一覧

＜レガシー共創協議会 会員・オブザーバ一覧＞全231組織（会員147、オブザーバ84）

レガシー共創協議会は、多分野に亘る業種の⺠間企業に加えて、中央省庁・自治体等の公的機関、
スポーツ団体、財団・NPO、大学など産官学の幅広い会員に参加して頂いています。2016年3⽉時点
で会員数は、231団体となりました。
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プラチナ社会研究会 レガシー共創協議会 事務局
http://www.mri.co.jp/opinion/legacy/index.html

E-Mail： p42legacy-info@mri.co.jp
TEL： 03-6705-6009（プラチナ社会研究会事務局）

レガシー共創協議会への入会をご希望の場合は、下記事務局までご連絡ください。

【お問い合わせ先・お申込み先】

Beyond 2020, Tokyo, and Sector

03-6705-6098（レガシー共創協議会事務局）




